
第１号様式（第11条、第13条、第14条関係）

事業者排出量削減計画書（新規）

注１該当する□には、レ印を記入してください。特定事業者以外で自主参加される事業者の方は、レ印の記入は不要です。
２「基準年度」とは計画期間の前年度を、「目標年度」とは計画期間の最終年度をいいます。

3.1饗醗騨璽Lと臨翻舵Q灘所管qP警報動①趣①ｴ主ﾙｷﾞｰの使用に伴い発生する温室効果ｶﾞｽを、「輸送車両排出区分｣とは自動車運送事業者
については使用の本拠の位圃を京都府内とする車両の排出する温室効果ガスを、鉄道事業者については保有する貨物車両又は旅客車両の排出する温室効果ガスを、
「その他排出区分」とは上記以外の京都府内における事業所等の事業活動に伴い発生する温室効果ガスをいいます。

４４厘學竺識HP騨耀"櫛蝉等しの』里塗区分J-EはＬｐ○王場?事務所などの用途を記入してください。「原単位の指標｣には､分子の｢二酸化炭素換
算」の下に分母となる指標（生産数量、延べ床面積、走行距藤等）を記入してください。

５「特記事項」には、平成２年度（１９９０年度）を基準とした排出通の対比や省エネ製品開発など他者の温室効果ガス排出削減への貢献、グリーン調達の採用、特
定フロンなどの条例指定外の温室効果ガスの削減などを記入してください。

住所（法人にあっ
ては、主たる事務所
の所在地）

大阪市北区芝田二丁目４番２４号

氏名（法人にあっ
ては、名称及び代表
者の氏名）

西日本旅客鉄道株式会社執行役員京都支社長大橋幸之助

事業者の主たる
業種 鉄道事業

該当する事業者
要件

「京都府地球温暖化対策条例施行規則第10条第１号該当事業者（大規模エネルギー使用事業者（原油に換算して1,500キ
ロリットル以上））

涼京都府地球温暖化対策条例施行規則第10条第２号又は第３号該当事業者
上／タクシー150台以上／鉄道車両150両以上）

(大規模運送事業者（トラック又はバス100台以

ｆ京都府地球温暖化対策条例施行規則第１０条第４号該当事業者（その他の温室効果ガスの大規模排出事業者（二酸化
炭素に換算して3,000トン以上））

計画期間 ２０年４月 ～ ２３年３月

基本方針 ＪＲ西日本は、地球環境保護に取り組み、持続的発展が可能な社会の実現に貢献します。

推進体制 地球環境委員会（委員長：鉄道本部長）及び支社地球環境委員会（委員長：支社長）を設置し推進する。

環境マネジメントシステム名称

適用範 亜

取得ｆ 三月日

年度ごとの具体
的な取組及び措
置の計画

年度
2０ 

21 

2２ 

設備、対象、工程等

省エネルギー車両

省エネルギー車両

省エネルギー車両

塞口
● 

面 可容

24年度目標「省エネ車両比率７５％」に向けた省エネルギー車両の継続的導入

24年度目標「省エネ車両比率７５％」に向けた省エネルギー車両の継続的導入

24年度目標「省エネ車両比率７５％」に向けた省エネルギー車両の継続的導入

温室効果ガスの
排出量等 排出区分

Ａ事業所等排出区分

Ｂ輸送車両排出区分

Ｃその他排出区分

排出合計

目標設定の考え方

基準年度（実績）

(１９）年度
(二酸化炭素換算）

目標年度（計画）

(２２）年度
(二酸化炭素換算）

増減率
(計画）

ｔ ｔ ％ 

1,508,958ｔ 1,508,958ｔ 0.0％ 

ｔ ｔ ％ 

＊１ 1,508,958ｔ ＊２ 1,508,958ｔ 0.0％ 

省エネ車両の導入等で、削減効果を見込むが、増加要素として新駅増加、増発による回送列車の増加、
気象条件などの不確定要素があるため、現状非悪化を当面の目標とする。

原単位当たりの

温室効果ガス排
出量等

用途区分 原単位の指標

運輸
二酸化炭素換算

輸送キロ

二酸化炭素換算

二酸化炭素換算

原単位の指標及び計画数値設定の
考え方

基準年度（実績） 目標年度（計画） 増減率（計画）

1.176ｔ-CO2/千キロ 1.176ｔ-CO2/千キロ 0.0％ 

％ 

％ 

官二不法~｡、ェ不ル千一V目賀遮÷輸送千口（車両・船舶走行キロ）と定められているので、分母を輸送キロとし
た。省エネ車両の導入で原単位あたりの削減を目指すが、不確定な増加要素もあることから、現状では増減率0％
とする。

その他の地球温
暖化対策による
温室効果ガスの
削減量等

対策等の区分

森林の保全及び整備

府内産の木材の利用

自然エネルギーを利用した電力又
は熱の供給

グリーン電力の購入

削減量等合計

目標年度（計画）

取糺､量等 (二酸化炭素換算）

(整備面穏） hａ (吸収量） ｔ 

(利用鼠） Iｎ８ (削減鼠） ｔ 

(充電風） kwｈ (削減量） ｔ 

(熱供給過） GＪ (削減鼠） ｔ 

(購入量） kwｈ (削減鼠） ｔ 

－－－－－￣￣－－－－－￣ ＊３ ｔ 

差引排出量

(排出合計一削減等合計）

基準年度（実績）
＊１ 1.508.958ｔ 

目標年度（計画）
(02)－(*3） １，５０８，９５８ｔ 

増減率（計画）

０％ 

地球温暖化対策
に資する社会貢
献活動

特記事項 ￣蘂、二百百言守VﾉHX1=｢パー旧寸、恒､>pU型やヨユＷｊ禾用こ］注迩篁－９ＣＯ

･省エネルギー型のエスカレーターやエレベーターの導入及び取替えを推進する。
･信号機等のLED化を推進する。


